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演 奏  曲  日

序  尺 八本曲    若      業

1.竹 )さ くら  い )天 然 の 美

2.四 季 の 眺

3.“ )童  謡   い )六  段

4!春  の  海

5.秋   の   庭

6. 新        暁

7. “)野 辺の春  い )躍   進

8.千   鳥   の   曲

93 “)あ られの踊 り  0野 辺の道

1は ひ  ぐ  ら  し

113 “ )花   園   い )せ されい

12, 松   竹   梅

13.編 曲 八  千  代  獅  了

14.荒 城 の 月 1変 奏 曲

15i “)潮   音  (口)さ らし風手事

16,寧 協 奏 曲 卜 長 調

17: 春   の   出

18、 千  鳥  の  出

19.  装室    石占

20.水   三   題

21,   刃ミ    騎彊

22:  鐘   ケ    山甲

23.臼   の   声

“)コ スモス  ロ 今 日の悦び

六 段  の  調

(尺十八 全  員 )

(米 谷 社 中)

(久 松 社 中)

(中 山  社  中 )

(木 藤  社  中 )

(本 藤 社 中)

(磯 野  社  中 )

(芦 川  社  中 )

(米 谷  社  中 )

(中 山 社 中)

(大 石 社 中)

(中 山  社  中 )

(磯 野 社 中)

(阿 部 社 中)

(木 本  社  中 )

(木藤、古村社中)

(山 下  社  中 )

(木 本  社  中 )

(大 石  社  中 )

(笹 尾  社  中 )

(大 原 社 中)

(阿 部 、社 中 )

(久松、菊地社中)

(       ″       )

(木 藤  社  中 )

(佐 藤  社  中 )

４

　

　

５

２

　

２



調布市長 本 多嘉一郎

先 日、親友の横浜市の飛鳥田市長とのよもや ま話

で、都市が開ける中で、古きよきものが失なわれ

ゆ く嘆きを共にしました。調布の町についていえ

ば、深大寺の静けさであり、多摩川のせせらぎで

す。満10年をむかえた調布の町づ くりの中で、 こ

のことを常に心に とめてゆきたいと思つています

みなさんがはげんでおられる三曲の世界 もその
一つです。それは日本人であれば、だれでもが″ぷ
の琴線にふれる何ものかをもつています。

美 をもとめる芸術の世界にひたることができる
こと自体、すばらしいことです。今後のご研讃を

心 より祈 ります。

ごあい さつ

調布市三曲音楽協会会長 磯 野 茶 山

市民のみなさま、調布市10周年をお迎え致 しまし

た事をフいから祝福申し_Lげます。

私たちの調布市三曲音楽協会は皆様の温い御理解
と御指導によりまして、オ 3回 目の誕生を迎える

事 となりました。|みなさまと共に、伸びゆ く市、

調催布を讃えて強に市制10周年祝賀の三曲演奏会
をす事 と致 しました。

何卒、市民の皆様お誘い合せ御来聴の上、心ゆ く

まで愉 しい一 日を私達三曲演奏会にお過 じ下さい

ますようお待 ち致 して居 ります。

調布市教育長 吉 田 亮

三的音楽脇会が発足して、このたび市制10周年を記念
L″て矛 3回 の総発表が従来よりも更に大規模に開かれ
ることになりました。琴、尺八、三絃はどれても日本
伝統の楽器の粋で、それから流れ出る妙音は私たちに

とつて郷愁と新 しい息吹きとの両面から言いがたい、
やすらぎと興奮とを与えてくれます。これは多数市民
の方々が既に味わわれたことでしよう。
かく考えますと、この催しがなんとに深く大きい成果
をあげており感謝すると共に喜ばしい限りです。
出演者の方々の一層のご精進と、市民の多数が参加さ
れることを希望する次オです。
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序 中 尾 都 山 作 曲

着    葉   尺 八 全 員

1.“)さ  く  ら

寧替手    大 久保由美子  辻  英 子

本手     辻   久  恵   犬 林 玲 子  大 林 優 子  中 尾真知子

2 .四 季 の 眺

筆      久 松 意 香   石 井 和 子  久 松みち子

三 絃     菊 地 綾 子

尺 八     佐 藤 幸 仙

3.“ )童    謡

オー等    粕 谷 敦 子  富 沢美代子  上 野八重子  木 崎千夜子

日昔 教子

矛二年    比 留間享子  川 野 啓 子

オ三筆    石 井 美 志  小 川 幸 子  平 川登志子  石 井 li子

尺 八     大 原ヒロシ  初 見啓次郎

伸)六     段

寧      岩 田喜代子  饒 平名成子  岡 崎みよ子  海 老名真佐子

高橋美和子  小 森 純 子           ‐

尺 八     初 見啓次郎

4.春  の  海

筆      温 井美智子

尺 八     機 野 茶 山

5 t秋   の   庭

答      木 藤きみ子  内 野 順 子  尾 崎 末 技  松 口 孝 子

三 絃     久 富 房 子  吉 村 通 子  泉 堅 ヨ ン

尺 八     伊 藤 茶 雪  内 野 茶 剣  吉 田 茶 正  松 本 茶 春

二輪 茶 陽

6 .新     暁

筆 高     石 井 美 恵  小 林 純 子  石 井 正 子  小 ナ|1 幸子

平川登志子               |

唄 高     富 沢美代子  日 吉教子  上 野八重子  清 水美智代

筆 低     岩 田喜代子  鏡 平名成子  岡 崎みよ子  海 老名真左子

高橋美和子

唄 低     粕 谷 敦 子  川 野 啓 子  比 留間享子  木 崎 千 夜子

中山 香 苗



7,“)野 辺

11.竹 )花

山下 繁雄

声川 高 子  花 柳 翠 明  熊 沢

菊地ひろ子

l B )躍

8 .千  鳥

尺 八

9 .“ )あ ら れ の 踊

筆

い)野  辺

10.ひ

島田千恵子  熊 沢 昌 美

小林真田美

藤本 伸 子

塩野谷巴乃

花柳 翠明  原 田千代千  熊 沢寿子  川 田茂子

石井佐登子  山 田紀代子  八 木 澄 子

前田美代子

富沢美代子  高 橋美和子  川 野 啓 子

日吉 教 子

小川 幸 子  上 野八重子

石中 美 恵  小 林 純 子

比留間享子

清水美智代  海 老名真左子  木 崎千夜子

尺 八

の 春

オー筆

オニ等

進

オー等

オニ等

オ三年

尺 八

の  出

等替手

本 手

ら  し

等替手

本 手

園

等 高

唄

低 奪

唄

稲垣 茶 豪

佐々布茶る

松本 茶 春

奥瀬茶道  前 田茶青

金子茶岳  石 川茶目

三輪茶陽

伊藤茶雪  岡 本茶世

折登登節  吉 田茶正

藤本 伸 子

道

答

答

の
た
准

芦川 尚 子

塩野谷巴乃

山下 繁 雄

前日 茶 青

米谷 寿 溝

中村千賀子

池田 好 子

望月己恵子

中尾真知子

前田 茶 青

三輪 茶陽

芦川 尚 子

戸井口恵子

芦川 尚 子

山下 繁 雄

大石喜代井

岡田 浜 子

小林 蒲 子

柏谷 敦 子

中山 香 苗

平川登志子

岩田喜代子

姻平名成子

石井 正 子

岡崎みよ子

原田千代子

内野 茶 剣

辻 ア ケ子

上原三恵子

保坂 幸 子

大久保由美子

辻  久  恵

伊藤 茶 雪

川田 茂 子

菊島 令 子

福井貴美子

金城 薬 子

辻 英 子

杉浦 雅 子

吉田 茶 正

市来 幸 子

竹内美知子

畑中紀代子

大林 玲 子

松本 茶春



lP)せ き れ い

等      岡 崎みよ子  海 老名真左子

尺 八     宮 田耕八朗

12.松    竹    梅

筆      木 藤きみ子  平  寿 恵  近 藤 守代  吉 村 慶子

三 絃     吉 村 通 子  久 富 房 子  泉 屋 ヨ ン  角 岡 暁子

尺 八     磯 野茶山  鯉 江丈山  稲 垣茶豪  奥 瀬茶道  前 田茶青

伊藤茶雪  岡 本茶世  佐 々布茶石  金 子茶岳  石 川茶月

折登茶節  吉 日茶正

13.編 曲 八 千 代 獅 子   Ⅲ
   …

オー等    佐 藤 恵 子  朴 木千鶴子  洵 原井美恵子

オニ等    阿 部雅楽翠  佐 々木 悦

才三年    上 村 絹 子  佐 藤 雅 子  益 子 雪 代

14.荒 城 の 月 変 奏 曲

オー部    木 本 雅 能

才二部    湧 井乃型子  桜 井 久 代  小 菅 征 子

十七絃    木 本雅楽実音

尺 八     内 野 茶 剣

15。 竹)潮       音

魯      桜 庭 啓 子  酒 井 雅 子  神 田 和 子  松 浦 容 子

尺 八     笹 尾 頌 山

い)さ ら し 風 手 事

等 高     石 井 恵 子  金 子 陽 子  阿 賀能婦子

答 低     久 冨 房 子  近 藤 守 代  吉 村 慶 子

16.等 協 奏 出 卜長 調

筆      声 川 尚 子

ビアノ    山 下 繁 雄

17,春    の    曲

筆本手    木 本 雅 能

替手     木 本雅集実音

尺 八     内 野 茶 御|

18.千  鳥  の  出

寧替手    岡 田 濠 子

本手     大 石喜代井  石 井佐登子  山 田紀代子

尺 八     佐 藤 幸 仙

19.遠        砧

等 高     木 藤きみ子

J



娘ヽ障卜辞覇riザ闘

20.水  三  題

T、 山 の “覚
′   ‐ 等
‐   ,尺 八

二、 大  河  の

等
・ 尺  八

三、大  洋  の

‐      筆

尺 八

21と 飛 躍

オー寧

オニ等

尺 八

22.鐘

23. 自

24. 竹)コ

平 ―義韓
石田頌崖 十

 野 日
寧鳳

岡本頌吹
|

石井正子

小川幸子
A

上村 絹 子

河原井実恵子  佐 木々 悦

三輪 茶 陽     |

西牧頌谷  石 編頌勇

佐藤恵 F

絃

八

低

一二

尺

角田 暁 子

久富 房 子

黒須頌陽

佐藤頌秀

石井美恵

官町耕八朗

平川登志子

宮田耕八朗

中山 香 苗

大原ヒロシ

阿部雑桑導

佐藤 雅 手

朴木千線子

松本 茶 春

久松 慧 香

重宗茂登子

佐藤 幸 仙

菊地 綾 子

久松 意 香

佐藤 幸 仙

橋本 禎 子

鯉江 丈 山

び

浅田 芳 子

久富 房 子

大石喜代非

佐藤 華 仙

朝

岬

　

ｒ
・　
　
声

　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　

悦
　
　
　
調

ケ
等邦叫
．の、筆郵中

一
等中
巾筆部
の
舎中

菊地 綾 子  小 購 恭 子

重宗茂登子  小 幡 恭 子

木藤きみ子

木藤きみ子

菅谷 縮
午
藤 照男 片柳

1致
十一(終演予定 5時 )一一

2 5 .六  段



調布市三曲音楽協会 会員教授所
(五 十 音 順)

筆、こ稼

口
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茶

茶
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幸

茶
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弥

　

　

　

雅

綾

寿

藤

香

恵

繁

通

ヒ

　

　

　

　

　

雅

喜

き

野

藤

　

尾

藤

田

川

束

　

　

　

本

地

谷

島

山

松

下

村

原

　

　

　

　

　

部

石

藤

職

伊

大

笹

佐

前

芦

伊

阿

大

木

木

菊

米

高

中

久

山

吉

l l  l

雪

ン

lb

仙

青

子

生

翠

井

子

能

子

満

佳

苗

香

雄

子

記布市小島町 164

″           416

〃        379

〃        955

″ 若 葉町 2の2

〃 小 島町  5

″ 下 石原町 230

″ /卜島町 204

″ 若 葉町1の30の8

″ 金 子町 1191

″ 小 島町 164

〃 深 大寺町 1980

〃 入 間町 92の7

″ 小 島町 483

〃       204

″        379

″ 入 間町 92の7

″ 下 石原町 230

″ 小 島町 164

邦楽教室

藤 原 方

竹の家方

和 光 堂

大映社宅

邦楽教室

伊 大 方

藤 原 方

声 川 方

(82)-2785

(82)-3881

(82)-5614

(82)-5614

(921)_4121

(82)-3563(呼 )

(82)-6567

(82)-2397

(300)_8751

(300)_2441

(82)-5260

久 松 方  (300)_5426

(82)_4972

(82)_2397

(82)-5614

(300)-5426

(82)-6561

(82)-2785

調布市三曲音楽協会事務所
調 布 市 小 島

調布駅前 河 野方

町 164番

電 ② 2785

地

番


